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　このたͼʰ臨牀消化器内科ʱが特集で「消化؅粘膜下腫瘍（SMT）の診療」を取
り্͛ていたͩいたこと，たい΁Μخし͘ࢥいます．粘膜下腫瘍の特集は，2012
೥ 7݄߸の「下෦消化؅粘膜下腫瘍の診அと治療」以དྷとฉいています．
　粘膜下腫瘍は，͞ま͟まな࣬患からなる臨床診அ໊の૯শであり，શ消化؅で
観察͞れる1）．೔ৗ診療で内ࠪݕڸࢹなどをしていると，Ұఆの確཰（ݕ診の内ࢹ
で໿ڸ 0.1ˋ，ೋ࣍ਫ਼ࠪで 2ʙ3ˋ）で粘膜下腫瘍に出߹う1）ʙ3）．経過観察あるいは
์ஔしてΑいものから，手術などの治療をཁする悪性のものまで͞ま͟まであ
る．Ұํ，ͦ の࣭的診அはඞͣしも༰қではない．1980೥代Αり粘膜下腫瘍に対
しても௒Ի೾内ݕڸࢹ （ࠪE6S）がߦわれるΑうになり，2010೥には௒Ի೾内ڸࢹ
下ઠٵࢗҾ๏（E6S‒FNA）がอݥద用となり，૊৫学的診அがීٴするにつれ，
確実なଘࡏ診அができるΑうになった．今΍われわれ臨床医は，消化؅粘膜下腫
瘍に出߹ったとき，E6S΍ E6S‒FNAでਫ਼ࠪすべきか൱か，͞ らにਐΜで手術す
べき腫瘍か，あるいはϑΥϩʔでΑいのかを，૝ఆ͞れる࣬患をߜりࠐΜで൑அ
しなければならない．しかし，見たͩけでは事ఔ༷ࠨに診அはқし͘ない．ͦの
診அ学をڭえて͘れる࠷৽の৘ใを集めたڭ科ॻ的な出൛෺も΄とΜどない．
　治療にؔしても，ۙ ೥，খ͞な消化؅࣭ؒ腫瘍（GIST）が診அ͞れるΑうになっ
て，֎科手術がඞཁな腫瘍をΑり௿৵ऻに੾আするํ๏が։ൃ͞れてきた．ຊ特
集に঺հ͞れるΑうに，ෲڸߢ手術と内ڸࢹ的粘膜下૚Ṟ཭術（ESD）を૊Έ߹わ
ͤたෲڸߢ内ڸࢹ߹ಉ手術（LECS）から，ۙ࠷では内ڸࢹ的粘膜下腫瘍ఠ出術

（POET）΍ STER（submucosal tunneling endoscopic resection）まで，͞ ま͟まな
ٕ術が։ൃ͞れている．Ξοϓデʔト͞れたڭ科ॻ的な内༰にՃえ，こういった
粘膜下腫瘍の診அと治療の࠷৽৘ใをҰΧ所に集めた特集が出൛͞れることは，
೔ʑ消化器ࠪݕ΍治療に௥われている医師΍医療従事者にはたい΁Μありがたい
ことである．
　Ұํで，この消化؅粘膜下腫瘍にؔしては，どこまでが治療対象で，どのΑう
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な腫瘍は経過観察すべきか，明確なエビデンスがないのが現状である．たとえば，
悪性所見（high‒risk features）がない 2 cm以下の胃 GISTには，経過観察を勧め
るガイドラインもある4）．無論，症状のない平滑筋腫は手術の対象ではない．今
の時代，私たち臨床医にはレジストリ研究など real world dataを活用して，こう
いった臨床エビデンスを創出することも求められている．
　「医学は患者と共に始まり，患者と共にあり，患者と共に終わる」と述べたWil-
liam Osler先生が，かつて「To study the phenomena of disease without books 
is to sail an uncharted sea, while to study books without patients is not to go to 
sea at all.」とも述べている．この特集が消化器診療に携わる医師・医療従事者の
海図となることを祈念する．
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